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会  議  記  録  

 

高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定に  

より，次のとおり会議記録を公表します。  

会  議  名  第７回高松市創造都市推進懇談会  

 

開催日時  平成２６年１月９日 (木 ) 18 時 30 分～ 20 時 30 分  

開催場所  四番丁スクエア  会議室  

議     題  
（１）  平成２６年度に実施予定の社会実験について  

（２）  「高松市観光サポーター（仮称）」の設置について  

公開の区分    ■  公開   □  一部公開   □  非公開  

上記理由   

出席委員  
人見会長，甘利副会長，鎌田委員，中筋委員，西成委員，英委

員，広野委員，真鍋委員，山家委員  

事  務  局  
松本，佐々木，佐野，溝渕，永木，  

長井  藤田  

傍  聴  者  

    ３   人   （定員  ５  人）  

四国新聞（金藤記者）  

日経新聞（古賀記者）  

津川眞智子  

担当課およ

び連絡先  

産業振興課  創造産業係  

８３９－２４１１  

    

審議経過および審議結果  

 

（１）  平成２６年度に実施予定の社会実験について  

 

 （会長）順番にアイデアを発表してください。  

  

 （委員）高松市内のコミュニティセンターを巡るウォーキングツアー  

     有効活用されていない市の施設，例えば市の水道資料館や市場  

     を利用する案も出た。  

 

 （委員）他県の事例を知ることができるような機会をつくる。  

 

 （委員）地域の食材を生かしたメニューを考え，いろんな店で食べられる  

ようにする。  

 

 （委員）外からどれだけ創造的な人を呼べるかがポイント。  

     身内で褒めあっているだけじゃなくて，外の人のリアクションやメデ  

ィアの意見を反射していくことが大事。香川県人だけでは瀬戸芸は

作れなかった。  

     「多言語化」「非言語的コミュニケーション」  

     「ゲストハウス・ドミトリー」  

（例：ポートランドエスホテル，東京 nui）  

 （委員）実験というからには仮説と検証が必要。  

     前回の異業種交流空間創出事業のアンケート結果などを踏まえて  

     もう一度美術館でのカフェ「早朝カフェ」にリトライしてみたい。  
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審議経過および審議結果  

     日本は非言語コミュニケーションが進んでいる。高松市の共通の  

ピクトグラムを作ってはどうか？  

 

（委員）ソフト事業だけでは難しいのかも？金沢の２１世紀美術館や神戸の KIITO 

など核となる施設がある。箱ものありきでもいいのではないか？  

 

 （委員）創造都市といわれている都市には，人々が集う場所がある。  

     毎日，誰が行ってもクリエイティブを感じられる具体的な空間づくりが  

必要。  

     数年後を見越して社会実験をしてほしい。  

     創造都市はまだまだ認知されていない。いまはインプットの時期。      

「連続シンポジウム」や「ワークショップ」を開催して，知ってもらう機会  

を作ってはどうか？  

    「紺屋町カフェ」をしてみて思ったことは，みんな自分の仕事や家庭を  

持ちながら活動しているので，思いはあっても実行できることに制約  

がでてしまう。創造都市推進の事務局組織を作ってほしい。  

 

 （委員）コミュニティセンターを巡りながら，恋活をする。一緒にいろんな体験  

をしながらコミュニケーションを図る。  

 

 （委員）高松市内のコミュニティセンターを巡るウォーキングツアー  

     いまは創造都市の取組を知ってもらう時期だと思う。  

 

 （委員）クリエイターを活用した産業の芽の創出。  

     事業主とクリエイターをつなぐ場をつくる。  

    

 

（２）「高松市観光サポーター（仮称）」の設置について  

    

 （事務局）   内容説明  

 

 （会  長）   ネーミングについて発表してください。  

 

 （各委員からの意見・ネーミング）  

 

 ・観光コンシェルジュ  

  

 ・高松市創造都市副市長  

 

 ・Ｔブランドパートナー  

 

 ・高松ブランドパートナー  

 

 ・高松伝道師  

 

 ・高松市オーナー  

 

 ・高松インストラクター  

 

 ・高松応援し隊  

 ・高松ＰＲし大使  

 

 ・高松市観光ＣＥＯ  
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 ・観光副大使  

 

 ・高松人  

 

 ・高松ウォーカー  

 

 ・高松１０００人組  

 

（各委員から意見）  

 

 いまの観光大使の制度でバック率は取っているのか？  

 

 部活などのスポーツ関係の監督さんは遠征でよそのまちに多く行く。そんな人も  

対象にしたらいいかも。  

 

この取り組みは高松のファンを広げたいのか？頑張っている人に名誉職的に渡し

たいのか？インセンティブがあれば盛り上がるけど。  

 

   インセンティブ案：ことちゃんと写真が撮れる。  

観光土産や宿泊施設の割引など。  

 

  ファンを可視化するイメージ。  

  

  なった人は，年に１本以上ＳＮＳに記事をアップする。  

 

  共通のロゴマークがあるといいかも。  

 

 目的は県外の人に高松っておもしろいと思ってもらいたい。高松に来てもらって

食べたり買い物をしたりしてもらうこと。  

 

 郷土愛だけでなってくれる人はいるのか？  

 

 名刺を作るより自分の名刺に貼れるようなシールにしたらいいかも。  

 

 

                                  （以上）  

 


